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ふ

り
そ
そ

ぐ

光 

  

す
で
に
踊
り
手
と
し
て
人
前
か
ら
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
六
十
歳
に
な
ろ
う

と
す
る
頃
、
私
は
突
然
に
文
章
を
書
く
こ
と
に
の
め
り
込
ん
だ
。
そ
れ
は
五
十
と

い
う
数
字
に
驚
い
て
思
わ
ず
舞
台
に
飛
び
乗
り
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
を
踊
っ
た
時
の
よ

う
。
ま
た
四
国
巡
礼
も
、
予
定
の
三
十
年
も
前
に
突
然
に
お
参
り
を
始
め
て
し
ま

っ
た
。 

 
 

 

早
口
に
喋
り
立
て
る
力
が
体
の
至
る
所
で
動
き
出
し
、
書
く
速
度
は
滑
る
よ
う

に
速
く
て
緩
ま
ず
、
紙
と
手
で
は
間
に
合
わ
な
い
思
い…

。 

6 



 

 

 

 

天
水
が
流
れ
る
よ
う
に
ひ
と
息
に
踊
り
き
り
た
い
！
と
願
っ
て
き
た
習
慣
が
そ

う
さ
せ
る
の
か
。 

 
 

 

描
き
溜
ま
っ
た
文
章
は
、
十
年
後
の
七
十
歳
に
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
今
そ
の

ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
東
京
の
こ
と
、
舞
台
の
こ
と
、
衣
裳
の

こ
と
、
音
楽
の
こ
と
、
体
の
こ
と
、
な
ど
な
ど
が
、
収
拾
が
つ
か
な
い
程
広
が
っ

て
い
る
。 

 

7 



 

 

 

し
か
し
、
多
く
の
先
達
か
ら
受
け
た
数
々
の
体
験
の
記
録
。
特
に
そ
れ
ら
の
全

て
が
、
瞬
間
．
．
に．
受．
け
た
．
．
驚．
き
の
．
．
感
銘
．
．
で
あ
っ
た
こ
と
が
目
立
つ
。 

  

例
え
ば
、
〈
マ
ル
セ
ル
・
マ
ル
ソ
ー
の
お
辞
儀
〉
〈
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
チ
ュ
ー
ダ
ー

の
立
ち
姿
〉
の
美
し
さ
。
〈
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の
彫
刻
〉
と
〈
ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ

ー
の
即
興
〉
の
魂
の
奔
流
。
〈
高
村
光
太
郎
・
宮
沢
賢
治
の
言
葉
の
行
間
か
ら
〉
の

心
、
な
ど
な
ど
。
ま
た
『
イ
カ
ル
ス
の
よ
う
に
』
に
は
記
せ
な
か
っ
た
が
、
逢
う
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
歴
史
の
偉
人
（
ブ
ッ
ダ
・
キ
リ
ス
ト
・
預
言
者
・
弘

法
大
師
）
の
書
籍
か
ら
の
教
示
。 
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そ
こ
か
ら
の
小
さ
い
一
行
の
言
葉
に
よ
っ
て
も
、
猛
烈
に
私
の
体
に
喰
い
込
ん

だ
。
ほ
と
ん
ど
瞬
間
に
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
光
を
差
し
込
ま
れ
た
よ
う
に
感
受

し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

そ
の
時
、
驚
き
と
感
動
で
私
は
号
泣
し
た
の
だ
っ
た
。 

  

数
十
年
の
月
日
に
思
考
と
行
動
の
経
験
を
通
し
て
育
ま
れ
、
ま
さ
に
血
肉
に
な

っ
た
こ
と
が
判
る
。 
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反 

省 

 
 

 

二
〇
〇
二
年
『
イ
カ
ル
ス
の
よ
う
に
』
を
刊
行
し
た
。
以
後
、
二
十
年―

何
度

読
ん
で
も
自
分
が
自
分
に
気
圧

け

お

さ
れ
る
。
盛
り
込
み
過
ぎ
だ
。
し
か
も
八
十
歳
に

な
っ
て
気
付
く
。 

 
 

 

若
い
頃
か
ら
欲
張
り
な
私
が
、
舞
台
を
降
り
た
あ
の
．
．
時．
、
性
急
に
書
き
始
め
、

意
識
も
頭
脳
も
前
の
め
り
状
態
。
内
容
の
詰
め
込
み
過
ぎ
が
明
ら
か
だ
。 

 

『
イ
カ
ル
ス…

』
を
書
き
直
し
た
い
！
判
り
や
す
い
文
章
で
も
っ
と
短
く…

。 

10 



 

 

 

 

突
然
の
コ
ロ
ナ
禍
と
続
け
て
戦
争
が
始
ま
り
、
一
気
に
怒
り
が
爆
発
！
新
た
に

云
い
た
い
こ
と
が
溢
れ
出
た
。
こ
ん
な
衝
動―

。
い
つ
も
体
を
実
験
台
に
し
て
き

た
過
去
。
そ
の
ク
セ
．
．
が
ま
た
現
れ
、
そ
の
必
要
に
急
き

せ

立
て
ら
れ
た
。
や
は
り
人 

生
は
短
す
ぎ
る―

と
、
ま
た
慌
て
て
い
る
。 

  

い
つ
の
頃
か
ら
か―
夏
が
始
ま
る
と
不
思
議
に
私
の
前
に
宮
沢
賢
治
の
童
話
が

出
て
く
る
。
『
よ
だ
か
の
星
の
よ
う
に
』
の
タ
イ
ト
ル
は
、
そ
の
恵
み…

。 
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「

老

い
る

」
と
い

う
こ
と

I 

  

舞
台
を
降
り
、
踊
れ
な
い
体
が
ペ
ン
を
と
り
『
イ
カ
ル
ス
の
よ
う
に
』
を
書
い

た
十
年
。
そ
し
て
夫
の
闘
病
の
傍
ら

か
た
わ

で
十
年
経
つ
。
そ
し
て
見
送
っ
た
後
の
十
年
。

驚
い
た
こ
と
に
学
生
時
代
の
独．
り．
身．
の
頃
の
頭
に
戻
っ
て
い
る
自
分
を
発
見
。 

  

四
十
五
年
の
結
婚
生
活
と
家
族
は
、
そ
ん
な
に
重
か
っ
た
の
か
？ 
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否
、
否
。
そ
れ
が
私
を
助
け
た
。
し
か
し
老
化
す
る
体
か
ら
目
は
離
せ
ず
、
そ

し
て
更
に
更
に
驚
く
。
子
供
返
り
の
速
度
の
早
さ
。
今
、
私
は
五
歳
く
ら
い
の
心

境
。 

 

ア
ジ
ア
の
小
国
、
神
国
日
本
に
生
ま
れ
、
戦
前
の
二
宮
金
次
郎
の
立
つ
学
校
で

「
サ
イ
タ
、
サ
イ
タ
、
サ
ク
ラ
ガ
サ
イ
タ…

」
の
小
学
生
。
そ
し
て
見
事
な
戦
中
、

戦
後
の
食
糧
難
、
住
宅
難
の
恐
怖
に
怯
え
、
さ
ら
さ
れ
た
人
生
の
出
発
点
。
多
く

の
犠
牲
者
と
父
母
た
ち
の
努
力
で
生
き
残
っ
た
昭
和
の
一
桁
。
戦
後
の
経
済
復
興

の
混
乱
も
只
事
で
は
な
か
っ
た
。 
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鎖
国
の…

、
明
治
の
文
明
改
革
の…

そ
の
功
罪
。
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会

制
度
、
封
建
制
を
脱
し
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
し
た
日
本
。
し
か
し
、
ど
の
時
代
に

も
叡
智
に
導
か
れ
た
先
達
の
お
陰
で
束
の
間
の
自
由
を
享
受
で
き
た
世
代
に
生
ま

れ
合
わ
せ
た
こ
と
を
思
う
。 
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言

語

の
力

I 

  

ま
ず
は
身
仕
舞
い
の
た
め
の
本
棚
整
理
。
や
っ
と
本
を
読
め
る
境
遇
に
な
っ
た
。

読
ま
さ
れ
た
本
の
数
々
、
こ
れ
ぞ
「
言
語
の
力
」
。
そ
れ
は
日
本
人
の
特
質
と
思

わ
れ
る
繊
細
さ
か
ら
表
わ
さ
れ
た
東
洋
と
西
洋
の
長
い
な
が
い
歴
史
か
ら
の
〝
知

〟
の
集
積
。
数
々
の
翻
訳
や
解
説
の
中
か
ら―

。 

  

音
楽
と
美
術
（
色
彩
・
彫
造
・
造
形
）
の
影
響
の
濃
い
私
に
は
、
特
に
リ
ズ
ム
感

の
あ
る
文
章
（
講
演
記
録
か
ら
論
考
）
か
ら
は
確
か
な
感
動
を
受
け
吸
収
も
早
い
。

加
え
て
書
き
手
の
生
き
様―

そ
の
直
感
か
ら
の
言
葉―

の
精
神
と
知
識
が
一
つ
に

15 



 

 

な
っ
て
こ
ち
ら
の
心
に
響
く
。
手
軽
に
入
手
で
き
る
文
庫
か
ら
、
ほ
ん
の
一
部
を

記
す
。 

・
小
林
秀
雄
『
常
識
』
（
角
川
文
庫
）
の
中
の
デ
カ
ル
ト
『
無
常
』 

『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
』e
t
c
.
 

 
 

・
夏
目
漱
石
『
私
の
個
人
主
義
』
（
講
談
社
文
庫
）
の
五
つ
の
講
話
録 

 
 

・
三
木
清 

『
人
生
論
ノ
ー
ト
』
（
角
川
文
庫
） 

・
幸
田
露
伴
『
努
力
論
』
（
岩
波
文
庫
） 
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幸
福
論
と
宇
宙
論
は
特
に
好
き
だ
っ
た
。
東
洋
の
倫
理
観
も
含
め
て
、
ど
ん
な

に
難
し
く
て
も
日
本
語
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
胸
に
響
き
修
ま
る
。 

 
 

 

か
つ
て
私
は
「
情
緒
表
現
」
と
「
動
作
」
は
無
垢
な
幼
児
期
に
素
晴
ら
し
い
も

の
が
あ
り
「
舞
踊
」
の
素
を
そ
こ
に
見
た
。
し
か
し
、
本
質
的
な
舞
踊
の
形
を
作

り
出
す
た
め
に
は
「
言
語
の
力
」
を
一
つ
ひ
と
つ
肉
体
に
通
す
作
業
の
必
要
を
実

感
し
た
。
そ
の
方
法
を
『
イ
カ
ル
ス
の
よ
う
に
』
（P

.
1
1
0
 

〜P
.
1
5
8

）
に
書
き
出

版
し
た
。
本
を
書
い
た
の
は
、
自
分
を
知
る
た
め
で
あ
っ
た
。 

17 



 

 

 

今
、
先
達
の
思
想
を
言
語
で
し
っ
か
り
把
握
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
即

『
イ
カ
ル
ス
の
よ
う
に
』
の
検
証
に
繋
が
っ
た
。 

 
 

 

母
の
生
ま
れ
た
明
治
時
代
か
ら
昭
和
に
生
き
た
稀
有
な
先
達
た
ち
。
合
理
主
義

の
功
罪
を
予
見
し
て
い
た
人
々
。
か
つ
て
私
の
師
、
野
口
晴
哉
師
（1

9
1
1
-
1
9
7
6

）
、

小
辻
誠
祐
博
士
（1
8
9
9
-
1
9
7
3

）
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
エ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク

＝
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
（1

8
6
5
-
1
9
5
0

）
が
、
イ
サ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
（1

8
7
7
-
1
9
2
7

）
が
、

気
付
か
せ
て
く
れ
た
よ
う
に
。 
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全
生
涯
を
か
け
た
人
々
の
言
動
を
受
け
た
。 

 
 

 

特
に
、
自
己
訓
練―

自
分
の
心
に
入
れ
た
い
も
の
だ
け
が
判
断
の
材
料
。
そ
の

基
本
的
な
「
知．
の．
種．
」
を
ど
こ
ま
で
も
育
て
る
信
念
．
．
と
身
体
の
動
き
に
固
く
結
ば

れ
た
情
念
と
動
き
を
ど
う
観
察
監
視
す
る
か…

。 

  

「
三
木
清
」
（1

8
9
7
-
1
9
4
5

）

と
い
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
。 

  

普
遍
性
に
通
じ
る
筈
だ
、
と
私
は
信
じ
る
。 
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言

語

の
力

II 

 
 

 

精
神
性
は
最
も
重
要
だ
！
そ
の
最
も
適
切
な
例
題
と

し

て

書

か

ざ

る

を

得

な

い

。
今

、
生

き

て

い

る

私

の

感

覚

と

し

て

、
ほ

と

ん

ど

友

人

だ

と

思

え

る

ほ

ど

の

親

近

感

を

抱

か

さ

れ

た

人

、

姜 

尚

中

カ
ン 

サ
ン
ジ
ュ
ン(

1
9
5
0
-
)

の

著

書

。
集

英

社

か

ら

の

新

書

、

文

庫

の

数

十

冊

。

そ

し

て

友

人

で

も

あ

る

道

下

匡

子

き
ょ
う
こ

（1
9
4
2
-

）

。 

・
『
イ
ノ
ッ
ク
・
ア
ー
デ
ン
』
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ロ
ー
ド
・
テ
ニ
ス
ン(

1
8
0
9
-
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
1
8
9
2
)

著
（
道
下
匡
子
訳
）
（
愛
育
社
） 

20 



 

 

 

・
『
ダ
ス
ビ
ダ
ー
ニ
ヤ
、
わ
が
樺
太
』 

道
下
匡
子
著 

（
河
出
書
房
新 

 

社
） 

 

  

七
十
年
経
っ
て
も
返
還
さ
れ
な
い
樺
太

か
ら
ふ
と

出
身
の
道
下
匡
子
。
母
親
は
一
〇
八
歳

で
身
罷

み

ま

か

れ
た
。
そ
の
母
親
に
読
ん
で
欲
し
い
！
と
翻
訳
し
た
と
い
う
美
し
い
日
本

語
訳
『
イ
ノ
ッ
ク
・
ア
ー
デ
ン
』
本
文
も
あ
と
が
き
も
素
晴
ら
し
い
！ 

・
『
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
（1

9
0
0
-
1
9
8
0

）
著
（
佐

野
哲
郎
訳
）
（
紀
伊
国
屋
書
店
） 
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こ
の
様
な
貴
重
な
本
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
の
思
想
を
書
い
て
あ
る
も
の
を
見
れ
ば
、

私
の
考
え
を
書
く
必
要
な
ど
な
か
っ
た
！
と
思
う
程
の
思
い
を
身
に
染
み
て
感
じ

た
。
フ
ロ
ム
は
学
生
時
代
の
教
科
書
で
あ
っ
た
！ 

と
い
う
人
の
言
葉
。
し
か
し
、

学
術
的
（
日
本
の
大
学
の
教
科
書
の
様
な
存
在
）
で
あ
っ
て
も
、
現
状
と
の
違
い

に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。 

  

こ
れ
ぞ
「

言
語
の
力
」
に
満
ち
て
い
る
。 
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言

語

の
力

II I 

 
 

 

古

代

か

ら

の

人

の

営

み

。

そ

の

流

れ

の

反

映

。

そ

の

全

貌

は

難

し

い

が

、

私

の

貧

し

い

学

び

か

ら

だ

け

で

も

普

遍

性

が

明

確

に

受

け

取

れ

る

。
自

分

流

に

生

き

た

過

去

の

検

証

と

し

て

の

収

穫

が

、
私

に

と

っ

て

大

変

に

大

き

か

っ

た

。

特

に

八

十

歳

を

過

ぎ

て

か

ら

触

れ

た

書

物

、

わ

ず

か

数

冊

だ

が

、 

 

か

の

シ

ョ

ー

ペ

ン

・

ハ

ウ

ア

ー
 
(
A
r
t
h
u
r
 
S
c
h
o
p
e
n
h
a
u
e
r
)
 
(
1
7
8
8
-
 
 
 
 

1
8
6
0
)
 

23 



 

 

 
 

・
『

孤

独

と

人

生

』

（

白

水

社

）

（

金

森

誠

也

訳

） 

 
 

・
『

存

在

と

苦

悩

』

（

白

水

U
ブ

ッ

ク

ス

）

（

金

森

誠

也

訳

） 

 
 

・
『

随

感

録

』

（

白

水

社

）

（

秋

山

英

雄

訳

） 

 
 

 

周

知

の

、

エ

ー

リ

ッ

ヒ

・

フ

ロ

ム(
E
r
i
c
h
 
F
r
o
m
m
)
(
1
9
0
0
-
1
9
8
0
)
 

 
 

・
『

生

き

る

と

い

う

こ

と

』

（

紀

伊

國

屋

書

店

）

（

佐

野

哲

郎

訳

） 

 
 

・
『

愛

す

る

と

い

う

こ

と

』

（

紀

伊

國

屋

書

店

）

（

鈴

木

晶

訳

） 
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ど

う

し

て

も

こ

こ

に

書

か

ざ

る

を

得

な

い

。
翻

訳

者

の

頭

脳

も

素

晴

ら

し

い

。
驚

い

て

何

回

も

、
何

回

も

読

み

返

す

。
そ

の

度

に

理

解

度

が

深

ま

る

喜

び

。 

  

戦

前

の

三

国

同

盟
（

ド

イ

ツ

・

イ

タ

リ

ア
・

日

本

）
そ

し

て

敗

戦

と

そ

の

構

図

。
一

世

紀

も

前

の

西

欧

の

社

会

制

度

の

構

造

が

、
過

激

な

シ

ョ

ー

ペ

ン
・

ハ

ウ

ア

ー

の

記

述

か

ら

は

っ

き

り

判

っ

た

。
人

の

思

想

、
そ

の

考

え

方

の

明

確

さ

に

納

得

の

度

合

い

が

増

し

た

。
そ

れ

を

功

罪

共

々

、
そ

っ

く

り

う

け

た

日

本

。

そ

し

て

敗

戦

後

の

ア

メ

リ

カ

ナ

イ

ズ

も…

。 
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し

っ

か

り

と

こ

の
．

．
目
．
で
．
見

た

。

 

 
 

 

小
・
中
学
校
の
頃
か
ら
身
に
受
け
た
私
の
現
実―

貧
困
と
思
想
で
自
殺
し
た
友

人
数
人
。
そ
し
て
多
く
の
若
者
の
死
。
特
に
純
粋
な
若
者
の
多
く
が
挫
折
し
去
っ

た
記
憶
は
生
々
し
い
！ 

  

「
神
風
特
攻
隊
」
「
オ
ウ
ム
真
理
教
」
「
統
一
教
会
」
そ
し
て
二
十
一
世
紀
の
デ

ィ
ク
テ
ー
タ
ー(

d
i
c
t
a
t
o
r
)

た
ち…

。 
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「
言
語
」
は
解
釈
を
誤
れ
ば
大
き
く
正
負
に
傾
き
、
危
険
極
ま
り
な
い
！ 

身
近

に
あ
る
「
自
尊
心

．
．
．
」―

権
威
主
義
に
始
ま
り
劣
等
感
か
ら
諦
観

あ
き
ら
め

・
嫉
妬

し

っ

と

・
卑
下

ひ

げ

に
陥

り
や
す
く
変
質
す
る
現
実
は
周
囲
に
溢
れ
て
い
る
。
「
普
通

ふ

つ

う

」
と
い
う
語
も
大
差

を
お
こ
す
。
何
を
持
っ
て
「
普
通
．
．
」
と
す
る
か
？ 

東
西
の
宗
教
も
す
べ
て
含
め
た

こ
の
二
人
の
思
想
家
の
説
は
、
実
に
素
晴
ら
し
い
！ 

  

「
空
」
「
無
」
の
思
想
、
般
若
心
経
と
も
等
し
い
。 

 
 
 
 

 
 

27 



 

 

 
 

 

「

老

い
る

」
と
い

う
こ
と

II 

  

「

老

い

る

」
と

い

う

こ

と

の

驚．
き．
。
と

き

の

経

過

の

凄．
さ．
。
体

験

の

幅

が

拡

が

り

、

受

け

得

た

そ

の

収

穫

。

そ

し

て

衰

退

す

る

精

神

と

肉

体

の

現

実

。

そ

れ

と

全

く

反

比

例

で

あ

る

外

界

の

現

象

は

、
テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

の

め

ざ

ま

し

い

発

展

。

世

界

を

上

げ

て

の

変

容

の

さ

ま…

。 

  

版
画
、
書
籍
の
印
刷
術
か
ら
映
像
、
録
音
技
術
の
成
果
が
も
た
ら
し
た

S
O

N

Y

か
ら
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ー
、
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そ
し
て
日
本
の
版
画
と
陶
器
に
憧
れ
た
と
い
う
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ(

S
t
e
v
e
 

J
o
b
s
)

（1
9
5
5
-
2
0
1
1

）
の
感
性
。
そ
の
恩
恵
に
酔
い
し
れ
て
い
る
間
に
、
あ
っ
！
と

い
う
間
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
。
一

九

六

○

年

代

初

期

に

N

H

K
芸

術

劇

場

の

テ

レ

ビ

番

組

で

初

め

て

の

モ

ダ

ン

ダ

ン

ス

上

映

に

、

自

作

品

『

ネ

ペ

ン

テ

ス

』

(
1
9
5
7
)
 

と

『

エ

レ

ク

ト

ラ

』(
1
9
6
3
)

が

初

出

演

し

た

。

そ

し

て

カ

ラ

ー

テ

レ

ビ

の

初

出

演

は

、

ヨ

ネ

ヤ

マ

・

マ

マ

コ

、

土

方

巽

、

大

野

一

雄

と

共

に

、

私

は

ア

イ

ヌ

の

メ

ー

コ

役

で

出

演

し

た

。
そ

ん

な

昔

も

、
つ

い

先

日

の

よ

う

に

想

い

出

す

の

に

、
変

化

の

早

さ

に

圧

倒

さ

れ

る

。
東

西

の

思

想

書

も

日

本

29 



 

 

語

に

訳

さ

れ

、
出

版

さ

れ

、
音

楽

・

美

術

も

世

界

中

を

巻

き

込

み

、
こ

の

時

代

の

急

速

な

発

展

は

実

に

目

ま

ぐ

る

し

い

ほ

ど

。 

  

良

い

時

代

に

恵

ま

れ

た

！ 

と

い

う

実

感

で

も

あ

る

。 
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「

老

い
る

」
と
い

う
こ
と 

  

「

私

へ

の

質

問

は

今

日

限

り…

。
」
と
云
っ
た
と
い
う
老
民
族
学
者
の
言
葉
、

老
い
を
自
覚
し
た
人
、

す
ご
い
！ 

  

未
だ
に
結
論
を
出
せ
な
い
で
い
る
私
自
身
。
そ
の
焦．
り．
が
、
今
書
く
こ
と
に
の

め
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
生
前
葬
や
コ
ン
サ
ー
ト
は
し
な
い
が
、
せ
め
て
会

葬
御
礼
は
自
分
で
、
と
逢
え
な
い
ま
ま
で
い
る
多
く
の
友
人
と
仲
間
だ
っ
た
人
々

に
「
あ
り
が
と
う
」「
さ
よ
う
な
ら
」
を
云
い
た
い
！ 

そ
の
意
味
も
確
か
に
あ
る
。 
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ま
た
、
古
今
東
西
の
人
々
の
死
も
見
つ
め
て
き
た
。
そ
の
日
、
そ
の
時
、
そ
こ

ま
で
の
在．
り．
方．
を
思
う
と
き
、
た
と
え
高
望
み
で
あ
ろ
う
と
も
、
私
の
理
想
を
追

う
努
力
は
し
た
い
！ 

  

宮
沢
賢
治
の
湯
灌

ゆ

か

ん

の
よ
う
に
！ 

幸
田
露
伴
の
「
も
う
逝
く
よ
！
」
の
よ
う
に
。

そ
し
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
ミ
ル
ク
瓶
の
よ
う
に
。 

  

母
と
祖
母
の
「
眠
り
た
い
の…

」
の
よ
う
に…

。 
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回 

避 

  

「
あ
ー
あ
！
こ
こ
ま
で
来
た
か—

」 

  

コ
ロ
ナ
や
戦
争
が
な
か
な
か
治
ま
ら
な
い
。
そ
こ
へ
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ

ナ
問
題
が
、
幾
度
か
の
繰
り
返
し
で
突
然
始
ま
り
、
国
連
周
辺
の
夥
し
い

お
び
た
だ

デ
モ
隊
。

窓
下
の
通
路
は
人
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。 

 
 

 

ふ
と
、
日
本
の
歌
番
組
を
見
れ
ば
、
一
糸
乱
れ
ず
グ
ル
ー
プ
で
テ
ン
シ
ョ
ン
の

強
い
ユ
ニ
ゾ
ン
の
ダ
ン
ス
の
流
行
。
ど
れ
も
こ
れ
も
同
じ
だ
。
背
筋
が
寒
く
な
る

33 



 

 

程
の
ミ
リ
タ
リ
ー
調
の
ユ
ニ
ゾ
ン
の
動
き
の
型
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
戦
争
前
の
記

憶
に
も
あ
っ
た
。
昭
和
一
桁
の
目
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
時
代
の
ド
イ
ツ
の
高
名
な
舞
踊

家
達
の
戦
後
の
没
落
も
見
て
い
る
。
私
の
脳
裡
は
俄
に
世
相
の
怖
さ
を
身
に
浴
び

る
。
戦
後
の
乱
れ
咲
く
セ
ッ
ク
ス
ア
ピ
ー
ル
の
流
れ
を
懸
念
し
て
い
た
が
、
ミ
リ

タ
リ
ー
調
が
加
味
し
た
今
回
の
も
の
。 

  

目
新
し
い
も
の
、
進
歩
的
と
言
わ
れ
る
も
の
が
ど
れ
程
大
切
な
の
だ
ろ
う
か
？ 
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教
育
関
係
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
、
そ
の
傾
向
は
大
変
に
危
う
い
。
都
立
の
有
名
高

校
の
名
前
ま
で
テ
レ
ビ
に
紹
介
さ
れ
た
。
自
由
主
義
の
倫
理
観
の
危
機
が
こ
こ
ま

で
迫
っ
て
い
る
怖
さ
。
遠
い
昔
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て…

」
河
の
流
れ

ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
宇
宙
の
流
れ
も
大
移
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
に
加
わ
っ
た
「
ブ
レ
イ
キ
ン
（
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
）
」

正
に
こ
れ
こ
そ
今
や
現
代
舞
踊

モ

ダ

ン

ダ

ン

ス

の
代
表
格
。
ダ
ン
ス
が
庶
民
の
も
の
に
な
っ
て
十

数
年
。
人
の
体
が
遂
に
物
質
化
さ
れ
た
。
舞
踊
芸
術
も
貨
幣
価
値
の
世
の
中
で
は

35 



 

 

堂
々
た
る
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
。
心
の
ふ
る
さ
と
＝
先
祖
供
養
の
盆
踊
り
も
町
お
こ

し
、
村
お
こ
し
の
比
重
が
目
立
つ
。 

  

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
い
よ
い
よ
記
者
、
作
家
の
受
難
も
始
ま
っ
た
。
知
る
限

り
明
治
か
ら
は
じ
ま
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の

人
間
た
ち
の
職
業
の
変
転
が
あ
っ
た
か
？ 

  

私
の
身
の
廻
り
、
兄
弟
た
ち
も
カ
メ
ラ
の
素
晴
ら
し
い
発
達
の
た
め
転
業
し
た
。

カ
メ
ラ
・
Ｔ
Ｖ
・
映
画 

e
t
c
.
 

ダ
ン
ス
教
師
も
生
徒
も
学
校
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
、
プ
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ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
化
。
（
コ
ン
テ
ス
ト
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ク
ラ
ブ
活
動
）
。
国

立
、
市
立
、
入
り
乱
れ
て
の
予
算
割
当
競
争
。
全
て
の
宣
伝
競
い
の
匂
い
濃
厚
。

近
代
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
押
さ
れ
て
美
術
館
、
博
物
館
、
図
書
館
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
ー
。
人
の
遺
産
は
？ 

伝
統
は
？ 

  

ど
の
国
で
も
神
に
捧
げ
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
「
舞
踊
」
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ル

ー
ル
を
作
っ
て
戦
争
回
避
に
役
立
っ
て
い
た
筈は

ず

。
精
神
的
な
思
想
は
片
隅
に
追
い

や
ら
れ
た
。
精
神
性
の
ア
ー
ツ
が
少
し
で
も
残
る
う
ち
に
こ
の
世
か
ら
翔
び
去
り

た
い
！
と
。

普

遍

性

ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
テ
ィ

を
知
り
、
私
の
信
じ
た
ア
ー
ツ
を
見
極
め
た
い
！ 
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私
の
信
じ
た
ア
ー
ツ
を
！ 

  

音
楽
も
様
々
に
変
容
、
特
に
Ｔ
Ｖ
で
知
る
限
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
も
大
き
く

変
わ
り
、
か
つ
て
の
舞
踊
（
デ
ィ
ス
コ
流
行
）
と
同
じ
よ
う
に
歌
声
酒
場

．
．
．
．
か
ら
一

段
と
変
容
し
、
大
型
の
劇
場
や
野
外
劇
場
に
詰
め
か
け
る
大
群
集
の
形
式
。
共
に

歌
い
踊
り
叫
び―

全
て
庶
民
の
も
の
に
な
っ
た
の
は
素
晴
ら
し
い
が
、
大
音
響
と

共
に
荒
れ
狂
う
ス
タ
ー
達
と
共
に
大
群
集
の
狂
乱
。 
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ふ
と
、
燃
え
盛
る
戦
火
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、
や
は
り
私
が
老
齢
に
な
っ
た

か
ら
か…

？ 
 

  

美
し
い
よ
り
楽
し
む
よ
り
、

怖
い
思
い
が
倍
増
す
る
。 
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考

え
る 

  

「
ど
う
し
て
数
が
あ
る
の
？
」
「
ど
う
し
て
四
捨
五
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
？
」
子
供
の
私
は
、
つ
い
に
「
ど
う
し
て
踊
る
の
？
」
体
の
感
覚
度
合
い
を
確

か
め
る
た
め
、
零ぜ

ろ

の

価
あ
た
い

の
周
辺
の
微
妙
な
数
値
が
と
て
も
大
切
だ
っ
た
。
欲
望
の

重
さ
も
測
り
、
行
動
の
目
安
も
立
つ
。
し
か
し
「
零
」
と
い
う
謎
は
今
で
も
解
け

な
い
。
「
無
」
と
「
空
」
の
よ
う
に―

。 

  

人
間
が
作
り
出
し
た
「
数
学
」
も
す
ご
い
が
「
神
」
は
も
っ
と
す
ご
い
。 
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子
供
に
質
問
さ
れ
た
ら
「
神
」
を
ど
う
説
明
す
る
か
？ 

山
と
積
ま
れ
た
本
？
概

念
？ 
人
の
受
け
売
り
で
済
む
か
。
日
々
の
行
動
も
自
分
の
生
き
る
道
も
決
ま
っ
て

し
ま
う
。
圧
倒
す
る
自
然
の
脅
威
と
美
し
さ
の
中
で
「
神
」
と
「
悪
魔
」
、
そ
し
て

「
生
き
る
」
「
死
」
「
愛
」
を
ど
う
考
え
る
か
？ 

 
 

 

「
考
え
る
葦
」
と
誰
か
が
云
っ
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
的
な
芸
や
ス
ポ
ー
ツ
の
充
満

す
る
昨
今
。
多
様
に
あ
る
「
考
え
方
」
の
中
で―

。
ブ
ー
タ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
「
ト
リ
ヒ
ト
・
カ
ラ
ナ
」
も
こ
の
世
に
存
在
す
る
人
の
世
。 
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眠 

る 

  

起
き
て
い
る
時
と
眠
っ
て
い
る
時
を
繰
り
返
す
人
間
の
毎
日
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

判
っ
て
も
不
思
議
さ
は
一
向
に
判
ら
な
い
。
「
零
」
と
い
う
数
字
の
魅
力
。 

  

自
分
が
す
ー
っ
と
い
な
く
な
る
。
そ
し
て
す
ー
っ
と
ま
た
現
れ
る
。
そ
の
狭
間

に
注
意
し
た
と
き
、
現
れ
出
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
発
見
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。
（
『
イ
カ
ル
ス
の
よ
う
に
』
参
照
）
。 
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あ
ー
っ
と
い
う
間
に
膨
大
な
時
が
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
夜
毎

よ

ご

と

の
眠
り
は
、
き
っ

と
「
死
」
の
練
習
か
も
知
れ
な
い―

と
思
う
。 

 
  

 

眠
く
な
っ
た
と
き
、
横
に
な
り
な
が
ら
チ
ラ
ッ
と
横
目
で
時
計
を
見
る
。
し
か

し
、
起
き
た
時
、
そ
れ
を
覚
え
て
い
な
い
？
残
念
。
し
か
し
私
は
新
し
い
遊
び
を

発
見
。
起
き
た
と
き
の
デ
ジ
タ
ル
時
計
の
数
字
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
文
字
。
必

然
か
、
偶
然
か
？ 

丁
度
、
釣
れ
た
お
魚
の
姿
を
見
る
よ
う
な
楽
し
み
で
あ
り
、
そ

し
て
新
し
い
一
日
が
始
ま
る
。 
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あ
ら
ゆ
る
数
字
の
組
み
合
わ
せ
。
そ
の
数
字
の
並
び
具
合
に
よ
っ
て
の
過
去
の

記
憶
と
の
符
号
と
の
絡
み
合
い
の
妙
味
。 

  

既
に
こ
の
世
を
去
っ
た
現
代
作
家
の
友
人
＝

河
原 

温

か
わ
は
ら 

お
ん

（1
9
3
2
-
2
0
1
4

）

、
彼
は

晩
年
に
そ
の
日
の
年
月
日
の
数
字
だ
け
の
画
を
描
い
た
。
そ
の
画
は
ド
イ
ツ
で
売

れ
有
名
に
な
っ
た
。 

  

名
前
と
生
年
月
日
と
死
亡
の
日
付
だ
け
が
残
る
墓
石
。 
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初 

体 

験 

  

外
気
を

皮
膚
一
枚
で

仕
切
ら
れ
た

人
の
体
。
官
能

と
と
も
に

時

の
中
で
他

と

（
外
気
、
宇
宙―

男
・
女
・
親
子
・
友
人
）
交
え
る
こ
と
の
凄
さ
。
そ
し
て
そ
れ

が
幼
児
か
ら
今
の
今
ま
で
続
く
の
だ
！ 

と
い
う
事
実
に
九
十
歳
に
な
る
私
は
震

え
た
。 

  

先
入
観
な
る
も
の
を
振
り
払
い
な
が
ら
歩
み
を
進
め
て
も
、
個
人
の
力
が
整
わ

な
い
う
ち
に
人
生
の
時
間
切
れ
が
迫
る
。
自
分
一
人
を
救
う
こ
と
だ
け
で
も
重
荷
。
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個
人
の
責
任
の
重
さ
、
周
囲
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
情
報
過
多
。
崩
れ
始
め
て

い
る
家
庭
崩
壊
。
食
の
乱
れ
。
細
菌
の
威
力
。
戦
争
。 

  

ふ
と
思
う
。
日
本
の
古
武
道
の
メ
ソ
ッ
ド
の
凄
さ
。
私
に
は
男
性
舞
踊
手
は
育

て
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
も
し
私
が
〝
合
気
道
〟
で
鍛
え
て
い
た
ら
、
き
っ
と

デ
ュ
エ
ッ
ト
も
踊
れ
、
良
い
指
導
者
に
も
な
れ
た
と
思
う
。 

  

毎
日
、
私
が
ね
じ
を
操
作
し
て
い
る
ノ
ッ
ポ
の
古
時
計
。
そ
の
穏
や
か
な
音
が
、

静
か
に
隣
の
部
屋
で
鳴
っ
て
い
る
。 
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「
柿
食
え
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」 

 
 

 
 

 
 

―

正
岡
子
規 

 
 

 

ふ
と
、
浦
島
太
郎
の
玉
手
箱
の

煙
を
感
じ
た
。 
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代 

謝 

  

「
イ
ン
プ
ッ
ト
」
だ
け
で
は
ダ
メ
で
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
し
な
け
れ
ば
判
っ
た

こ
と
に
な
ら
な
い—

」
と
知
の
巨
人
＝
立
花
隆
教
授
が
言
っ
た
。
確
か
に
発
言
や
行

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
替
え
て
試
さ
な
け
れ
ば
何
事
も
成
り
立
た
な
い
。
知
っ
て
い

る
だ
け
で
は
半
分
に
も
満
た
な
い
。
ま
た
、
「
知
」
の
詰
め
込
み
過
ぎ
は
、
大
い
に

毒
に
な
り
反
作
用
も
起
こ
し
、
益
々
肉
体
は
鈍
り
動
け
ず
、
宝
の
持
ち
腐
れ
も
起

こ
し
、
そ
の
ま
ま
老
い
る
。 
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「
食
物
」
も
全
く
同
じ
。
そ
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
代
謝
も
全
く
同
じ
で
、
老
廃

物
が
体
内
に
溜
ま
れ
ば
悪
さ
を
す
る
。
「
代
謝
」
の
大
切
さ
は
頭
で
判
っ
た
だ
け

で
は
全
く
解
決
せ
ず
、
「
代
謝
」
の
責
任
は
、
各
々
の
毎
日
の
生
活
に
か
か
っ
て

い
る
。 

 
 

 

病
院
の
集
ま
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
一
番
街
は
、
歩
行

器
と
杖
と
そ
こ
に
横
付
け
す
る
車
で
賑
わ
い
、
怖
い
思
い
が
よ
ぎ
る
。 
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知
の
巨
人
＝
立
花
隆
（1

9
4
0
-
2
0
2
1

）

教
授
の
仕
事
は
、
私
が
云
う
ま
で
も
な
い

こ
と
だ
が
、
遠
く
離
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
私
は
た
っ
た
二
冊
の
本
か
ら
大
切

な
恵
み
を
受
け
た
。 

 
 

・
『
脳
を
鍛
え
る
』
（
新
潮
社
） 

 
 

・
『
天
皇
と
東
大
』
（
文
芸
春
秋
社 

上
下
巻
） 
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順 

礼 

  

お
一
人
で
四
国
順
礼
を
な
さ
り
、
舞
台
か
ら
引
退
の
身
を
瀬
戸
の
海
に
入
水
さ

れ
、
こ
の
世
に
戻
ら
れ
な
か
っ
た
名
脇
役
者
＝
八
代
目
市
川
團
蔵

だ
ん
ぞ
う

翁
の
ニ
ュ
ー
ス

（
徳
島
新
聞 
昭
和
四
十
一
年
）
。
「
舞
台
か
ら
去
る
こ
と
」
と
「
こ
の
世
を
去
る

こ
と
」
の
意
味
を
過
大
に
関
係
付
け
て
考
え
て
い
た
三
十
代
の
私
は
、
予
感
し
て

い
た
こ
と
が
現
実
だ
っ
た
こ
と
に
震
え
た
。 

 
 

 

五
十
歳
と
い
う
数
字
に
驚
い
た
私
は
、
慌
て
て
お
四
国
に
飛
ん
だ
。
團
蔵
翁
の

写
真
と
祖
母
の
集
印
帖
（
母
が
私
を
身
籠
っ
た
昭
和
七
、
八
年
の
）
と
を
携
え
て
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友
人
・
岩
田
友
江
さ
ん
と
共
に
。
時
は
弘
法
大
師
御
遠
忌

ご

お

ん

き

（
千
五
百
年
）
、
特
別
な

年
だ
っ
た
。 

  

海
と
山
の
せ
め
ぎ
合
う
地
形―

八
十
八
ケ
所
の
霊
地
。
ま
る
ご
と
そ
こ
に
入
っ

て
し
ま
い
、
そ
こ
に
在
り
、
歩
く
だ
け
の
私
だ
っ
た
。
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
者

同
士
い
っ
し
ょ
の
生
活
。
そ
の
地
に
生
ま
れ
つ
い
た
人
々
と
会
話
。
人
の
素
直
な

在
り
様
が
身
に
沁
み
た
。 
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山
あ
り
、
谷
あ
り
、
荒
磯
あ
り
、
田
ん
ぼ
の
畦
道

あ
ぜ
み
ち

の
レ
ン
ゲ
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
ス
ズ

メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
ー 

。
聖
地
特
有
の
〝
気
〟
の
力
は
冷
た
く
透
き
通
る
も
の
ば
か
り

で
な
く
、
ピ
ン
ク
色
に
凪
い
だ
春
の
海
、
岬
の
寺
、
賑
や
か
な
そ
の
門
前
町
に
も

う
ら
う
ら
と
〝
気
〟
が
満
ち
る
。 

  

眼
に
止
ま
る
風
景
も
「
は
っ
！
」
と
声
を
上
げ
る
ほ
ど
心
象
風
景
と
一
致
。
雪

模
様
の
雨
も
い
つ
し
か
過
ぎ
、
境
内
に
入
る
と
完
璧
に
思
え
る
処
に
太
陽
が
輝
い

て
い
た
り
す
る
と
、
ま
さ
に
異
次
元
に
立
た
さ
れ
、
た
だ
思
い
は
遠
く
、
か
つ
て

こ
こ
に
こ
う
し
て
立
っ
た
人
々
に
重
な
る
。 
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パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中
に
起
こ
る
感
覚
が
日
常
に―

。
そ
れ
が
あ
ま
り
鮮
や
か
だ

っ
た
ら
、
も
う
舞
台
芸
術
な
ど
色
褪
せ
る
。
旅
が
進
む
に
つ
れ
て
、
身
も
心
も
軽

く
な
り
、
食
事
の
量
が
目
立
っ
て
少
な
く
な
り
、
感
覚
も
洗
わ
れ
、
光
や
大
気
の

音
を
聴
き
取
れ
る
よ
う
な
気
さ
え
し
た
。 

  

そ
の
後
、
数
年
間
、
再
び
三
度

み

た

び

、
四
国
と
四
国
紀
州
を
歩
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

大
和
三
輪
明
神
と
高
野
山
で
の
水
行
。
お
写
経
も
続
け
た
。
東
京
に
戻
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
帰
っ
て
も
太
祖
や
祖
母
に
導
か
れ
た
あ
の
時
の
体
験
は
、
細
胞
の
奥

深
く
に
た
た
み
込
ま
れ
た
。 
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梅

の
忌 

 
 

 

梅

香

り 

父

も

逝

き 

母

も

逝

き 

 

黄

梅

の 
冥

府

の

里

に 

思

い

寄

せ 

 

梅

散

り

て 

梅

の

字

残

し 

父

と

母 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

黄

梅

院

）

（

梅

珠

院

） 

 
 

 

梅

の

季

節

に

生

ま

れ

た

私

。
そ

し

て

梅

の

季

節

に

私

は

父

母

を

亡

く

し

た

。

母

の

忌

に

突

如

、

こ

の

句

が

出

た

。

小

学

六

年

生

以

来

の

こ

と

。 
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人

は

誕

生

し

た

季

節

に

亡

く

な

る

こ

と

が

多

い

と

聞

く

。
宇

宙

の

気

流

の

う

ね

り

で

あ

ろ

う

か―

図

ら

ず

も

父

母

は

そ

の

例

で

あ

っ

た

。 

 
 

 

今

日

来こ

ず

ば 
明

日

は

散

り

な

む 

梅

の

花 
 

 
 

 
 

―

良

寛 

  

遠

い

昔

の

話―
 

あ

る

日

父

が

母

を

呼

ん

で

い

た

。

そ

の

時

、

聞

こ

え

な

い

で

い

た

母

の

側

に

行

っ

て

私

が
「
『

喜

代
．

．
』
、
『

あ

な

た

．

．

．
』
が

呼

ん

で

る

よ

！

」

と

耳

元

に

そ

っ

と

教

え

た

。

幼

く

無

垢

イ
ノ
セ
ン
ト

だ

っ

た

私

の

話…

。

そ

の

母

の

声

、

父

の

声―

。 
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お

ひ
な

様 

  

陽
だ
ま
り
に 

思
い
出
あ
そ
ぶ 

桃
節
句 

 

ひ
な
祭 
ま
ゆ
に
残
せ
し 

お
ふ
り
袖 

 

ふ
る
さ
と
の 
母
の
つ
く
り
し 

ひ
な
ふ
た
つ 

  

幼
か
っ
た
頃
の
あ
の
日
が
浮
か
び
、
突
然
大
泣
き
に
泣
い
た
！ 

娘
ま
ゆ
の
は
じ

め
て
の
桃
の
節
句
。
そ
し
て
今―
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
お
雛
祭
り
も
五
十
歳
を
過
ぎ

た
娘
と
そ
の
母
を
偲
ん
で
、
お
雛
様
に
お
出
ま
し
を
願
っ
た
。 
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友
人
と
草
を
摘
ん
で
、
餅
つ
き
器
で
草
餅
を
作
っ
た
娘
た
ち
の
小
さ
い
頃
も
懐

か
し
く
、
六
十
年
来
の
親
友
＝
ミ
チ
コ
・
ノ
イ
フ
ェ
ル
ト
。
二
人
と
も
九
十
歳
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
お
雛
様
の
日
に
久
々
に
逢
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
用
意
し
た
の

は
、
既
に
既
製
の
大
福
草
餅
。
コ
ロ
ナ
禍
は
す
べ
て
を
変
え
る
。 

 
 

 

「
ま
た
逢
い
ま
し
ょ
う
ね
！
」
思
わ
ず
抱
き
合
っ
た
が
、
二
人
と
も
体
が
小
さ

く
な
っ
て
い
た
。 
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セ

ー
フ
テ

ィ
・
ブ

ラ
ン
ケ
ッ

ト 

  

思
い
出
の
あ
れ
こ
れ…

 

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
で
唄
う
イ
タ
リ
ア
の
テ
ナ
ー
歌
手

＝
ル
チ
ア
ー
ノ
・
パ
ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
（1

9
3
5
-
2
0
0
7

）
。
大
き
な
、
太
っ
ち
ょ
の
パ
ヴ

ァ
ロ
ッ
テ
ィ
！
声
も
素
晴
ら
し
い
が
、
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
彼
。

そ
し
て
い
つ
も
決
ま
っ
て
手
に
は
大
き
な
ナ
プ
キ
ン
状
の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
握
っ

て
い
る
。
ふ
と
横
を
見
る
と
、
小
さ
な
娘
ま
ゆ
が
い
つ
も
握
っ
て
い
る
布
地
に
よ

く
似
て
い
る…

夫
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
笑
っ
て
し
ま
う
。 
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そ
の
夫
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
息
子
サ
ム
も
眠
く
な
る
と
仕
切
り
に
手
掌

て
の
ひ
ら

で
シ
ー
ツ
を

擦こ
す

る
。
そ
う
い
う
私
は
右
手
の
甲
で
シ
ー
ツ
を
！ 

今
も
続
い
て
い
る
無
意
識
で
の

行
動
。
絹
地
と
羽
毛
の
抱
っ
こ
枕
が
あ
る
と
も
っ
と
嬉
し
い
！
娘
ま
ゆ
も
真
似
し

て
抱
っ
こ
枕
を
欲
し
が
っ
た
。
こ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
！ 

 

  

フ

ロ

イ

ト

や

ユ

ン

グ

の

西

洋

心

理

学

も

や

は

り

近

代

日

本

の

恵

み―

。 

 
 

 

そ

の

恩

恵―

良

い

時

代

に

生

ま

れ

た

！ 
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仕 

草

し

ぐ

さ 

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
角
で
バ
ス
を
待
つ
。
一
つ
席
が
空
い
て
い
た
の
で
、
私
は

そ
こ
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
す
か
さ
ず
隣
の
人
が
「
ア
ー 

ユ
ウ 

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
？
」

「
今
、
会
釈
し
て
坐
っ
た
か
ら…

」
と
そ
の
人
が
云
う
。 

  

「
あ
っ
！
」
そ
う
云
え
ば
、
東
洋
人
の
中
で
日
本
女
性
を
見
分
け
る
の
は
「
足

を
見
れ
ば…

」
と
夫
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
そ
ー
っ
と
私
の
耳
に
囁
い
た
。 
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「
ダ
イ
コ
ン
足
？
」
そ
う
そ
う
、
正
坐
．
．
を
す
る
の
は
日
本
人
だ
け
！ 

  

ヨ
ー
ガ
の
「
金
剛
坐

こ

ん

ご

う

ざ

」
を
正
確
に
し
な
い
と…

そ
の
形
に
な
る
。
私
は
調
べ
た
。

日
本
人
だ
け
の
悲
劇
。 

 
 

 

証
拠
は
既
に
明
ら
か
だ
！ 
生
活
様
式
と
食
事
（
西
洋
式
）
の
変
化
。
日
本
の
若

者
は
今
、
悠
々
と
西
欧
の
バ
レ
エ
団
で
踊
っ
て
い
る
。
長

〜

い

脚
を
欲
し
か
っ
た

昔
を
思
い
出
し
た
。 
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「

椰
子

の

実
」

の

う
た 

 
 

 

小
さ
な
手
が
ボ
タ
ン
を
は
め
靴
を
履
く
。
テ
レ
ビ
の
幼
児
番
組
を
見
た
。
な
る

ほ
ど…

今
、
私
は
同
じ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
何
で
も
自
分
で
出
来
る
よ
う
に

―

練
習
を
思
い
な
が
ら
。 

  

バ
ス
に
乗
る
、
買
い
物
を
す
る
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
支
払
い
、
全
て
カ
ー
ド
一
枚

で
。
し
か
し
医
者
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
入
り
口
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
レ
ジ
ス
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ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
、
大
変
だ
。
チ
カ
チ
カ
す
る
小
さ
い
文
字
に
、
自
分
の
指

が
正
確
に
動
か
な
い
。 

  

便
利
な
筈は

ず

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
使
い
た
く
な
い
。
打
ち
込
み
で
は
リ
ズ
ム
が

違
い
過
ぎ
て
文
章
に
な
ら
な
い…

手
書
き
に
戻
し
た
。
お
か
げ
で
重
い
大
き
な
辞

書
が
老
眼
鏡
と
拡
大
鏡
と
一
緒
に
座
右
の
必
需
品
に
並
ぶ
。 

 
 

 

多
く
の
師
、
知
人
を
見
送
っ
た
今
、
体
力
と
知
力
の
衰
え
を
し
っ
か
り
見
定
め

る
た
め
に
、
今
も
生
き
て
い
る
の
か―

 

。 
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「
名
も
知
ら
ぬ 

遠
き
島
よ
り…

 

」
島
崎
藤
村
の
あ
の
唄
『
椰
子
の
実
』
。 

  

小
辻
誠
祐
博
士
が
よ
く
口
ず
さ
ん
で
い
ら
れ
た…

私
も
大
好
き
。 

 

  
 

  
 

 

で
も
、
も
う
こ
の
唄
は
私
に
は
唱
え
な
い…

。 
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折 

衷

せ
っ
ち
ゅ
う 

  

「
ひ
ぃ
、
ふ
ぅ
、
み
ぃ
、
よ
ぉ
、
い
つ
、
む
ぅ
、
な
な
、
や
、
こ
こ
、
と
ぉ
」 

 

「
イ
ィ
、
ア
ー
ル
、
サ
ン
、
ス
ゥ
、
ウ
ゥ
、
リ
ュ
ウ
、
チ
ィ
、
パ
ー
、
ジ
ゥ
、 

 
 

 
 

 

 
 

シ
ィ
」 

  

た
ま
ら
な
く
好
き
、
こ
の
音
の
響
き…

柔
ら
か
さ
が
身
に
沁
み
、
自
然
な
呼
吸

の
音
だ
。
無
垢
な
子
供
の
笑
顔
の
よ
う
に―
。
そ
し
て
子
ど
も
の
「
言
葉
遊
び
」 
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い
る
か 

 

い
る
か 

 

 
 

 

い
な
い
か 

い
る
か 

 
 

 
い
な
い 

 

い
な
い 

い
る
か 

 
 

 

い
つ
な
ら 

い
る
か 

 
 

 

よ
る
な
ら 
い
る
か 

 

 
 

 

ま
た 

き
て 

み
る
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

谷
川
俊
太
郎 

 
 

 

私
は
東
洋
人
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、
と
。 
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世
界
中
が
危
機
迫
る
昨
今
。
身
仕
舞
い
の
た
め
の
本
棚
整
理
中
、
夢
の
よ
う
な

小
さ
い
贈
り
物
。
子
育
て
の
頃
、
息
子
た
ち
と
一
緒
に
使
っ
た
絵
本
数
十
冊
と
ピ

ア
ノ
教
則
本
二
冊
。
美
し
い
小
さ
い
曲
ば
か
り
（
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ー
セ
ル
、
ア
ル

カ
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
レ
ッ
リ
、
バ
ッ
ハ
） 

 

「
い
ず
れ
の
花
か 
散
ら
で
残
る
べ
き…

」
世
阿
弥 

 

「
願
わ
く
は 

花
の
下
に
て
春
死
な
む…

」
西
行
法
師 
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良
寛
さ
ま
の
「
散
る
桜 

残
る
桜
も 

散
る
桜
」
な
ど
な
ど
。
合
わ
せ
て
唄
う

と
不
思
議
に
似
合
い
、
よ
く
唱
っ
て
い
た
の
を
俄
に
思
い
出
し
た
。
学
生
時
代
に

諦
め
た
ピ
ア
ノ
、
そ
し
て
約
束
し
て
い
た

義

娘

ド
ウ
タ
ー
イ
ン
ロ
ウ

の
急
死
。
そ
の
た
め
に
手
放

し
た
ピ
ア
ノ
。 

  

そ
れ
か
ら
六
年
経
つ
。
動
か
な
く
な
っ
た
指
と
声
（
呼
吸
法
）
の
練
習
の
た
め

に
も
う
一
度
や
っ
て
み
よ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
日
向
ぼ
っ
こ
の
よ
う
に
。 
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夢
は
枯
野
を…

 
 

  

こ
の
数
年
、
同
じ
夢
を
何
回
も
繰
り
返
す
。
白
っ
ぽ
い
銀
色
に
満
ち
た
す
す
き

野
原…

京
都
の
周
辺
ら
し
い
。
街
に
出
た
い
！ 

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
出
口
も

方
角
も
判
ら
ず
、
迷
っ
て
困
っ
て
焦
っ
て
、
と
て
も
怖
い
。
こ
の
夢
の
繰
り
返
し

は
暗
示
か
と
？ 

自
分
が
自
分
の
中
で
の
迷
い
子
？ 

 
 

 

「
旅
に
病
ん
で 

夢
は
枯
野
を
か
け
め
ぐ
る
」 

 
 
 
―

 

芭
蕉 

 

こ
の
句
を
と
て
も
好
き
な
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 
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醍 

醐 

味 

  

「
お
や
す
み
な
さ
ー
い
」
ベ
ッ
ド
に
入
り
、
あ
っ
！ 

こ
の
ま
ま
眠
っ
て
も
い

い
の
だ…
と
思
う
と
き
の
醍
醐
味
。
ま
た
、
う
と
う
と
し
て
い
る
春
の
気
分
も
素

敵
だ
が
、
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
居
眠
る
夏
の
午
下
り
。
あ
の
め
く
る
め
く
睡
魔
に

襲
わ
れ
る
と
き
の
心
地
よ
さ
。 

  

し
か
し
、
こ
ん
な
感
覚
を
味
わ
え
る
の
は
、
忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
い
た
若．
い．
時．

の
も
の

．
．
．
。
今
は
う
っ
か
り
し
て
い
る
と
気
付
か
な
い
間
に
眠
っ
て
し
ま
う
。 
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ま
ぁ
、
勿
体
な
い
！
あ
の
強
烈
に
感
じ
た
睡
魔
の
到
来
の
よ
う
な
醍
醐
味
は
、

も
う
味
わ
え
な
い
で
い
る
。 

  

素
早
い
動
き
が
鈍
り
、
老
境
に
入
っ
た
私
。
こ
の
世
の
仕
組
み
の
全
て
の
役
割

（
振
付
、
演
出
、
踊
り
手
、
妻
、
母
親
）
か
ら
の
解
放
さ
れ
た
今
。
こ
の
解
放
感

は
ず
ば
抜
け
て
素
晴
ら
し
く
、
幼
い
頃
の
、
あ
の
う
ら
う
ら
し
た

．
．
．
．
．
．
．
．
日
々
に
戻
っ
た

よ
う
。
今
ま
で
随
分
と
自
由
に
振
る
舞
っ
て
き
た
と
思
う
も
の
の
、
「
あ
の
フ
リ

ー
ダ
ム
は
こ
の
こ
と
だ
！
」
と
い
う
実
感
に
驚
嘆
。
七
十
代
に
は
判
ら
な
か
っ
た

答
え
も
与
え
ら
れ
る
思
い
の
昨
今
。
初
め
て
ゆ
っ
く
り
と
読
書
を
出
来
、
自
由
に
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考
え
、
過
去
の
検
証
（
ダ
ン
ス
の
こ
と
、
愛
と
は
、
恋
と
は
、
夫
婦
と
は
、
人
間

と
は
）
と
、
老
い
の
行
く
末
に
も
た
っ
ぷ
り
と
集
中
で
き
る
時
間
を
持
て
た
。 
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そ

し
て 

今…
 

  

私
は
ど
の
よ
う
に
在
り
た
い
の
か
？
考
え
続
け
、
動
き
続
け
て
遂
に
九
十
年
も

経
っ
た
。
戻
れ
な
い
処
に
翔
ん
で
し
ま
う
怖
さ
を
か
ら
だ
が
感
じ
た
く
て
創
り
、

踊
り
続
け
て
き
た
。 

  

今
、
目
の
前
に
「
白
道
」
を
疾
走
す
る
か
、
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
か
、
踊
り
な
が
ら

か
、
思
案
中
。 
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私
は
常
に
考
え
る
。
冥
界
に
続
く
で
あ
ろ
う
、
歩
み
の
終
わ
り
の
道
す
が
ら
に

ど
ん
な
音
が
聞
こ
え
る
の
だ
ろ
う
か…

。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
吹
い
て
い
た
あ
の
風
も

聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か…

。 

  

夜
ご
と
の
眠
り
に
満
ち
る
刻
の
中
で
、
私
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
最
後
ま
で
残
る

聴
感
覚
を
、
か
す
か
に
た
ど
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
条
万
里
子 

 
 

 
 

二
〇
二
五
年
四
月 
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